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多項式の生成は，ユーザが設定する 2つの変数 V1, V2 8に対して
n∏
i=1




1. 多項式の V n1 と V
n
2 の係数を素因数分解して，それぞれの素因数リストを作る．
（例．V 31 の係数：12 → [2, 2, 3]，V 32 の係数：16 → [2, 2, 2, 2]）
2. 長さが nで全ての要素がベクトル (1,1)であるリスト P を用意する．
（例．P = [(1, 1), (1, 1), (1, 1)]）
3. V n1 の素因数リストの各要素を P からランダムに選んだ要素のベクトルの第 1成分
に掛けていく．（例．P = [(2, 1), (3, 1), (2, 1)]）
4. V n2 の素因数リストの各要素を P からランダムに選んだ要素のベクトルの第 2成分
に掛けていく．（例．P = [(2, 1), (3, 2 · 2 · 2 · 2), (2, 1)]）
5. Pの各要素の第2成分の符号をランダムに変更する．（例．P = [(2, 1), (3,−16), (2,−1)]）
6. P の第 1要素から第n要素まで順番に，ベクトルの第 1成分をV1の係数，第 2成分を
V2の係数とした 1次式を作成して，(c1V1+d1V2)(c2V1+d2V2) · · · (cnV1+dnV2) (ci ∈
81変数の場合は V2 = 1となる．
9本稿では Nを正の整数とする．
11
N, di ∈ Z \ {0}, 2 ≤ n ≤ 10)の形になるように繋げて数式を生成する．
















• “変数を指定して下さい (例. 1変数:[x,1], 2変数:[x,y]など)”
変数 V1と V2を指定する．1変数多項式の場合は [“変数”,1]，2変数同次多項式の場
合は [“変数”，“変数”]とリスト形式で入力する．なお，変数はアルファベット小文
字でユーザが自由に選ぶことができる．
• “使用する乱数の範囲は+−いくつにしますか (推奨:5)? (1-50)”
ai, biの取り得る値の範囲を指定する．入力は 1～50の数字であり，入力した数 nに
対して aiは n以下の自然数から選ばれ，biは 0を除く |n|以下の整数から選ばれる．
デフォルトは n = 5であり，何も入力せずEnter/Returnキーを押すとデフォルト設
定になる．
• “式の最高次数の係数を 1に固定しますか? (0:いいえ, 1:はい)”
「はい」を選択すると ai = 1に固定して多項式を生成する．




「(+,−)ほぼ均等」を選ぶと b1, . . . , bnの値が正負半分ずつくらいを取るように符
号を決める．



























変数を指定して下さい (例. 1変数:[x,1], 2変数:[x,y]など): [s,t]
使用する乱数の範囲は+-いくつにしますか (推奨:5)? (1-50): 3
式の最高次数の係数を 1に固定しますか? (0:いいえ, 1:はい):














選択肢を作成しますか? (0:いいえ, 1:はい): 1
何択にしますか?(2-10): 4
4s^3-7t^2s+3t^3 =(s-t)(2s-t)(2s+3t)
[ (s-t)(s+t)(4s+3t) (s-t)(2s-t)(2s+3t) (s-3t)(2s-t)(2s+t)
(s-3t)(s+t)(4s-t) ]
9s^3-21ts^2-17t^2s-3t^3 =(s-3t)(3s+t)^2






座標と x軸との交点の x座標の呈示を行う．dvioutの表示では生成された 2次関数 1つに
対して




































a1, b1, a2, b2, a3, b3の取り得る値の範囲を指定する．入力は 1～50の数字であり，
入力した数 nに対して a1, a2, a3は 0以上 n以下の整数が選ばれ，b1, b2, b3は n
以下の自然数が選ばれる．デフォルトは n = 5であり，何も入力せずEnter/Return
キーを押すとデフォルト設定になる．
• “変数を 1つ指定して下さい (小文字で入力)”
変数 V を任意に 1つ指定する．変数はアルファベット小文字で入力する．
• “2次項の係数をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい)”
“数はどのタイプにしますか? (0:有理数, 1:1に固定, 2:整数)”




い」を選択すると 2つの対話文が追加される．「1に固定」を選択すると a1 = b1 = 1





• “頂点の座標をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい)”
“頂点の V 座標11の数はどの種類にしますか? (0:有理数, 1:0に固定, 2:整数)”
“頂点の V 座標の符号はどうしますか? (0:ランダム, 1:+のみ, −1:−のみ)”
“頂点の y座標の数はどの種類にしますか? (0:有理数, 1:0に固定, 2:整数)”
“頂点の y座標の符号はどうしますか? (0:ランダム, 1:+のみ, −1:−のみ)”
10生成された 2次関数が x軸と交点を 2つもつ場合はこのリストの要素は 2つになる．また，交点が 1つ













• “V 軸との交点をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい)”
“V 軸との交点をいくつにしますか? (0:なし, 1:1点, 2:2点)”
“符号の組み合わせはどうしますか? (0:ランダム, 1:+のみ, −1:−のみ)”
“交点の V 座標の形を指定しますか? (0:ランダム, 1:整数, 2:有理数, 3:無理数)”





V 座標の正負が設定でき，2点の場合は交点 2つの V 座標の値の形と正負の組み合




























変数を 1つ指定して下さい (小文字で入力): x
2次項の係数をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい):
頂点の座標をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい): 1
頂点の x座標の数はどの種類にしますか? (0:有理数, 1:0に固定, 2:整数): 2
頂点の x座標の符号はどうしますか? (0:ランダム, 1:+のみ, -1:-のみ):
頂点の y座標の数はどの種類にしますか? (0:有理数, 1:0に固定, 2:整数):
頂点の y座標の符号はどうしますか? (0:ランダム, 1:+のみ, -1:-のみ):
x軸との交点をカスタムしますか? (0:いいえ, 1:はい): 1
x軸との交点をいくつにしますか? (0:なし, 1:1点, 2:2点): 2
交点の x座標の形を指定しますか? (0:ランダム, 1:整数, 2:有理数, 3:無理数):




(2) 2次項の係数: 有理数 , ランダム
(3) 頂点の x 座標: 整数 , ランダム
(4) 頂点の y座標: 有理数 , ランダム








TeX 出力したい 2 次関数または他のコマンドに該当する括弧内の数を入力してくださ
い: [6,10]









関数は以下の 10種類の中から選択することができる．なお，a, b, cはランダムに選ばれ
る整数とし，V をユーザが任意に決める変数とする．
• 1～3次の整数乗の単項式：aV aV 2 aV 3
• 1～N次の整数乗の単項式16：aV c (2 ≤ c ≤ N)
• 1～3次の多項式：aV 3 + aV 2 + aV + a aV 2 + aV + a aV + a
• 累乗根の式：aV
b








• 指数関数：aebV cbV (b ≥ 1, c ≥ 2)
• 対数関数：a log bV (b ≥ 1)
• 三角関数：a sin bV a cos bV a tan bV
• 逆三角関数：a arcsin bV a arccos bV a arctan bV
• 双曲線関数：a sinh bV a cosh bV a tanh bV
また，問題の種類は単純な微分 f ′(V )（このソフトウェアでは「通常微分」と呼んでいる．）
























a, b, cの取り得る値の範囲を指定する．入力は 1～50の数字であり，入力した数 n
に対して a, b, cが各関数に付いている条件に従って |n|以下の整数が選ばれる．デ
フォルトは n = 5であり，何も入力せず Enter/Returnキーを押すとデフォルト設
定になる．
• “変数を 1つ指定して下さい (小文字で入力)”
変数 V を任意に 1つ指定する．変数はアルファベット小文字で入力する．
• “式の長さはいくつにしますか? (0 or 1:1項, 2:2項，3:3項)”
生成する関数の項数を 1項から 3項の間で指定する．入力は 0～3の数字である．各
項の生成は毎回 a, b, cを新しく設定し，かつ 2つの関数と 1つの微分の手法を改め
てランダムに選んでいる．
19
• “係数を 1に固定しますか? (0:いいえ, 1:はい)”
「はい」を選択すると，a = 1に固定して関数を生成する．
• “関数を単純にしますか? (0:いいえ, 1:はい)”
「はい」を選択すると，b = 1に固定して関数を生成する．

























































変数を 1つ指定して下さい (小文字で入力): u
式の長さはいくつにしますか? (0 or 1:1項, 2:2項，3:3項):































[\frac{u^3}{ \cos(-2u)},\frac{-2 \sin(-2u)u^3+3 \cos(-2u)u^2}
{( \cos(-2u))^2}]
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